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Ⅰ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会　開催報告

Ⅰ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会　開催報告

2023 年度軽種馬防疫協議会常任委員会が下記のとおり開催され、提出議題はすべて承認された。

１．開催日時：2023 年 6 月 8 日（木）　 
２．場　　所：日本中央競馬会 本部 4 階 401 会議室 
３．会 議 参 加 者 ：（敬称略・順不同）
 常任委員： 菊田　　淳 （日本中央競馬会  理事）
  秋元　稔弥 （地方競馬全国協会　理事）
  上野　儀治 （日本軽種馬協会　副会長・常務理事）
  松本　　謙 （日本馬術連盟　常務理事）
  吉田　享史 （日本馬事協会　専務理事）
 幹　　事：内谷　武司 （地方競馬全国協会　公正部長）
  望田　森介 （地方競馬全国協会　公正部公正課長）
  原　　貴史 （日本馬術連盟　事務局長）
  成田　正一 （日本軽種馬協会　業務部長）
  青木　正明 （日本馬事協会　参与）
  伊藤　　幹 （日本中央競馬会　馬事部長）
  栗本慎二郎 （日本中央競馬会　馬事部防疫課長）
 オブザーバー：明石祐一郎 （地方競馬全国協会　公正部公正役）
  冨成　雅尚 （日本軽種馬協会　業務部　上席調査役）
  江口　貞男 （日本軽種馬協会　業務部）
 事 務 局：内藤　裕司 （日本中央競馬会　馬事部長代理）
  曽根　　佑 （日本中央競馬会　馬事部防疫課長補佐）
  和久野　愛 （日本中央競馬会　馬事部防疫課調査役）
  伊藤　瑛基 （日本中央競馬会　馬事部防疫課）

４．議　　題：
　１）2022 年度 事業報告ならびに収支決算
　（１）主な事業内容
　　　①定例委員会の開催
　　　　・常任委員会：2022 年 5 月 19 日
　　　　・専門委員会：2022 年 6 月 16 日
　　　　・臨時常任委員会：2023 年 2 月 13 日（規約の改正）【資料 1】
　　　②関係機関・関係団体との連絡・協議
　　　　・防疫に関する主催者間の意見交換会（2022 年 6 月 16 日）
　　　③ 2022 年  馬の予防接種要領の制定
　　　④公益社団法人中央畜産会衛生指導部の発行する「馬の健康手帳」の監修
　（２）防疫思想の啓発および普及
　　　①軽種馬防疫協議会ニュースの作成・配信
　　　　・軽防協ニュース Vol.50：2023 年 2 月配信
　　　②軽種馬防疫協議会ニュース速報の作成・配信
　　　　・速報は定期 4 回配信（2022 年 6 月 ,9 月 ,12 月 ,2023 年 3 月）
　　　　・速報号外は 1 回配信（2023 年 3 月）
　　　③ Equine Disease Quarterly の作成・配布
　　　　・3 回発刊（Vol.31,No.2-4）
　　　④馬の予防接種啓発用リーフレットの作成・配布
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　　　　・予防接種（馬インフルエンザ・日本脳炎・破傷風）啓発用リーフレット作成・配布（10,000 部）
　　　⑤公益社団法人中央畜産会が発行する感染症テキストの監修
　　　　・腺疫 第 3 版・補訂版
　　　　・馬伝染性子宮炎 第 3 版・補訂版第 2 刷
　　　⑥軽種馬防疫協議会のホームページの更新
　　　　・軽防協ニュース、ニュース速報・号外および EDQ の掲載
　　　　・その他防疫に関するトピックスの掲載・周知
　（３）防疫に関する研究および疫学情報の収集伝達
　　　①防疫に関する国内および海外の情報収集
　　　　・農林水産省動物衛生課、各家畜保健衛生所、JRA、海外の関連機関等
　　　②防疫に関する研究成果の伝達
　　　　・生産地シンポジウム、馬防疫検討会「馬感染症研究会」および JRA 競走馬に関する調査研究発表会 
 の講演要旨を軽防協ホームページで掲載
　（４）2022 年度軽種馬防疫協議会　収支決算報告【表 1】
　（５）2022 年度軽種馬防疫協議会　積立金収支決算報告【表 2】
　
　２）2023 年度軽種馬防疫協議会　事業計画ならびに収支予算
　（１）主な事業内容
　　　①定例委員会の開催
　　　　・常任委員会（2023 年 6 月 8 日）
　　　　・専門委員会（2023 年 6 月 8 日）
　　　②関係機関・関係団体との連絡・協議
　　　　・防疫に関する主催者間の意見交換会（2023 年 6 月 8 日）
　　　③ 2023 年 馬の予防接種要領の制定
　　　④公益社団法人中央畜産会衛生指導部の発行する「馬の健康手帳」の監修
　（２）防疫思想の啓発および普及
　　　①軽種馬防疫協議会ニュースの作成・配信
　　　②軽種馬防疫協議会ニュース速報の作成・配信
　　　　・定期 4 回配信予定
　　　　・号外随時配信予定
　　　③ Equine Disease Quarterly の作成・配信
　　　　・5 回配信（Vol.32, No.1-4、Vol.33, No.1）
　　　④馬の予防接種啓発用リーフレットの印刷・配布
　　　　・予防接種（馬インフルエンザ・日本脳炎・破傷風）啓発用リーフレットの作成および配布
　　　⑤公益社団法人中央畜産会が発行する感染症テキストの監修
　　　⑥軽種馬防疫協議会ホームページの管理・情報発信
　　　　・事務局による運営管理
　　　　・伝染病情報や学術集会に関する情報発信  
　（３）防疫に関する研究および疫学情報の収集伝達
　　　①防疫に関する国内および海外の情報収集
　　　　・農林水産省動物衛生課、各家畜保健衛生所、JRA、海外の関連機関等
　　　②防疫に関する研究成果の伝達
　　　　・生産地シンポジウム、馬防疫検討会「馬感染症研究会」および JRA 競走馬に関する調査研究発表会 
 の講演要旨を軽防協ホームページで掲載
　（４）2023 年度軽種馬防疫協議会　収支予算【表 3】
　（５）2023 年度軽種馬防疫協議会　積立金収支予算【表 4】

Ⅰ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　常任委員会　開催報告
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農林水産省
農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究部門

全国乗馬倶楽部振興協会
全国公営競馬獣医師協会

競走馬育成協会
日本競走馬協会

別表 ( 第 5 条関係 )

軽種馬育成調教センター
日高家畜衛生防疫推進協議会
胆振家畜自衛防疫推進協議会

ジャパン・スタッドブック・インターナショナル
中央畜産会

地方競馬主催者

団体の名称

●資料１　軽種馬防疫協議会規約
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収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目 2022 年 予 算 額

表 1.　2022 年度　軽種馬防疫協議会収支決算書 
（2022 年 4 月 1 日〜 2023 年 3 月 31 日）

収 入 確 定 額 差　額 科　　目 2022 年 予 算 額 支 出 確 定 額 差　額 備　　考

前 年 度 繰 越 金

日本中央競馬会
分　担　金

地方競馬全国協会
分　担　金

雑 収 入
（預金利子）

796,770

2,196,780計

796,770 0

0

0

2

2,196,782 2

事 業 費
会 議 費
諸 謝 金

印 刷 費
通 信 費
HP管理業務費
雑 費

事 務 諸 費

予 備 費

次年度へ繰越金
計

38,000
18,000
20,000

1,362,000

796,780
2,196,780

0

1,122,000

2,196,780

10,368
10,368

0
839,698

0
850,066

1,346,716

768,770

2,196,782 2

27,632
7,632

20,000
522,302

796,780
1,346,714

▲1,346,716

353,230

常任委員会、専門委員会、幹事会

Equine Disease Quarterly、
軽防協ニュース、予防接種リーフレット等
送料等
サーバー保守・管理費、HP 維持・更新費
役務費、文具、図書等

（単位：円）

支 出 額 計

90,000
120,000
30,000

0
67,650
3,278

積 立 金

90,000
52,350
26,722

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目 2022 年 予 算 額

表 2.　2022 年度　軽種馬防疫協議会積立金収支決算書
（2022 年 4 月 1 日〜 2023 年 3 月 31 日）

収 入 確 定 額 差　額 科　　目 2022 年 予 算 額 支 出 確 定 額 差　額 備　　考

997,024計 997,024 0

印 刷 費
学術集会等への協賛費
雑 　 　 　 費
支 出 額 計
次年度へ繰越金

計

0
997,024
997,024

0
997,024
997,024

0
0
0
0
0

（単位：円）

前 年 度 繰 越 金

雑収入（預金利子）

997,016

8

997,016

8

0

0

0

表 3.　2023 年度　軽種馬防疫協議会収支予算
（2023 年 4 月 1 日〜 2024 年 3 月 31 日）

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　　　目 差　　額 科　　　目 金　　額 備　　 　考

前 年 度 繰 越 金

日本中央競馬会分担金

地方競馬全国協会分担金

雑 収 入（ 預 金 利 子 ）

2,746,726計

1,346,716

700,000

700,000

10

事 業 費
会 議 費
諸 謝 金

印 刷 費

通 信 費
HP 管 理 業 務 費
雑 費

事 務 諸 費

積 立 金

計

38,000
18,000
20,000

1,482,000

0

1,226,726 

1,242,000

常任委員会、専門委員会、幹事会

Equine Disease Quarterly、軽防協ニュース、
予防接種リーフレット等
送料等
レンタルサーバー保守・管理費、HP 維持・更新費
役務費、文具、図書等

（単位：円）

2,746,726

予 備 費

90,000
120,000
30,000

収 入 の 部 支 出 の 部
科　　目

表 4.　2023 年度　軽種馬防疫協議会積立金収支予算
（2023 年 4 月 1 日〜 2024 年 3 月 31 日）

科　　目 金　　　額 備　　　考

計 997,032 計

0
0
0

997,032

（単位：円）

前 年 度 繰 越 金

雑 収 入（ 預 金 利 子 ）

997,024

8

印   刷   費
学術集会等への協賛費
雑 　 　 　 　 費
次 年 度 へ 繰 越 金

金　　　額

997,032

700,000 700,000

700,000 700,000

10 12

0 00
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Ⅱ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

Ⅱ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
　2023 年度軽種馬防疫協議会専門委員会が下記のとおり開催され、提出議題はすべて承認された。

１．開催日時：2023 年 6 月 8 日（木）
２．場　　所：日本中央競馬会 本部 4 階 401・402 会議室 
３．会 議 参 加 者 ：（敬称略・順不同）
 来　　賓： 沖田　賢治 （農林水産省　消費・安全局　動物衛生課長）
 議　　長： 菊田　　淳 （日本中央競馬会　馬事担当理事）
 常任委員：秋元　稔弥 （地方競馬全国協会　理事）
  上野　儀治 （日本軽種馬協会　副会長・常務理事）
  松本　　謙 （日本馬術連盟　常務理事）
  吉田　享史 （日本馬事協会　専務理事）
 専門委員 ：
 農林水産省
  有江　　渉 （畜産局　競馬監督課　課長補佐（中央班長））
  植田　資也 （畜産局　競馬監督課　課長補佐（地方班長））
  香川　仁志 （畜産局　畜産振興課　技術第１班　課長補佐）
  山木　陽介 （消費・安全局　動物衛生課　防疫指導班　課長補佐）
  小林　芳史 （消費・安全局　動物衛生課　検疫業務班　課長補佐）
  増田　真人 （動物検疫所　検疫部長）
  荻窪　恭明 （動物医薬品検査所　検査第一部長）　　　　　　　　　
 食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究部門
  楠本　正博 （人獣共通感染症研究領域　腸管病原菌グループ長）*
 地方競馬全国協会
  内谷　武司 （公正部長）
  望田　森介 （公正部　公正課長）
  明石祐一郎 （公正部　公正役）
 日本軽種馬協会
  成田　正一 （業務部長）
 日本馬術連盟
  原　　貴史 （事務局長）
  川嶋　　舟 （獣医委員）
 日本馬事協会
  青木　正明 （参与）
 全国乗馬倶楽部振興協会
  阿部　憲二 （専務理事）
 全国公営競馬獣医師協会
  上田　　毅 （会長）
 競走馬育成協会
  和田　信也 （副会長理事・常務理事）
 日本競走馬協会
  小林　英典 （常務理事）
 軽種馬育成調教センター
  小林　光紀 （業務部長）
 日高家畜衛生防疫推進協議会
  駒澤　弘義 （理事）
 胆振家畜自衛防疫推進協議会
  田中　秀俊 （胆振獣医師会　会長）
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 ジャパン・スタッドブック・インターナショナル
  福井　紳弥 （理事長）【欠席】
  古田　　誠 （常務理事）【代理出席】
 中央畜産会
  向井　清孝 （統括参与・衛生指導部長）
 地方競馬主催者
  廣瀬　眞由 （北海道軽種馬振興公社　競走関連部　獣医グループ）
  舛川　寛晃 （帯広市農政部　ばんえい振興課長）【欠席】
  佐藤　　圭 （岩手県競馬組合　業務部　業務課　管理監）
  田口　清明 （埼玉県浦和競馬組合　業務課　野田管理事務所長）
  諸岡　佳恵 （千葉県競馬組合　業務課　管理衛生班　副主査）
  遠山　理志 （特別区競馬組合　競馬事務局　厩舎管理課）
  島村　　剛 （神奈川県川崎競馬組合　きゅう舎管理課長）【欠席】
  井出　久浩 （石川県競馬事業局　課参事兼管理係長）
  長野　博子 （岐阜県地方競馬組合　業務課）【欠席】
  安達　教治 （愛知県競馬組合　業務・指導課　主幹）
  木口　伸二 （兵庫県競馬組合　事業部　業務課）
  劉　　辰女 （高知県競馬組合　競走馬診療所）
  相川雄一郎 （佐賀県競馬組合　馬診療所長）【欠席】 
  宮倉慧比古 （佐賀県競馬組合　馬診療所）【代理出席】
 日本中央競馬会
  伊藤　　幹 （馬事部長）
  内藤　裕司 （馬事部長代理）
  加藤　智弘 （馬事部　獣医課長）
  栗本慎二郎 （馬事部　防疫課長）
  山中　隆史 （競走馬総合研究所　企画調整室長）
  上野　孝範 （競走馬総合研究所　微生物研究室長）
  辻村　行司 （競走馬総合研究所　分子生物研究室長）
  額田　紀雄 （栗東ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ ｾﾝﾀｰ競走馬診療所長）
  古角　　博 （美浦ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ･ ｾﾝﾀｰ競走馬診療所長）
 事務局
  曽根　　佑 （馬事部　防疫課長補佐）
  和久野　愛 （馬事部　調査役）
  伊藤　瑛基 （馬事部　防疫課　係長） 
　オブザーバー：
 北海道日高家畜保健衛生所
  佐藤 研志 （所長）*
 北海道胆振家畜保健衛生所
  松岡  鎮雄 （所長）*
 日本軽種馬協会
  冨成  雅尚 （業務部  上席調査役）
  江口  貞男 （業務部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　*：オンライン参加
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４．議事内容：
　１）議　　題
　　① 2023 年 馬の予防接種要領   【８ページ】
　２）報告事項
　　① 2022 年度 事業報告ならびに収支決算  【４ページ】
　　② 2023 年度 事業計画ならびに収支予算  【４ページ】
　　③国内伝染病発生状況および自衛防疫  【９〜 16 ページ】
　　　・国内伝染病発生状況   
　　　・2022 年度馬鼻肺炎ウイルスによる流産発生状況＆発生頭数の推移 
　　　・馬伝染性貧血の自衛防疫指針  
　　　・馬伝染性貧血のサーベイランス検査結果について
　　　・馬伝染性貧血自衛検査推進事業（家畜防疫 衛生指導対策事業 - 地域家畜防疫・衛生指導対策推進） 
　　④生産地の防疫概況  【17 〜 20 ページ】
　　　・日高地区  
　　　・胆振地区  
　　　・生産地疾病等調査研究・馬感染症のサーベイランスおよび疫学調査                     
　　⑤海外伝染病発生状況 　 【21 〜 23 ページ】
　　　・世界各国における馬の伝染病の発生状況（2022 年）  
　　　・軽防協ニュース速報（号外）  
　　⑥馬の輸出入検疫状況  【24 〜 26 ページ】
　　　・馬の輸出入検疫状況  
　　⑦防疫推進事業  【27 〜 38 ページ】
　　　・馬防疫強化地域推進対策事業  
　　　・育成馬等予防接種推進事業  
　　　・乗用馬防疫推進事業
　　　・馬伝染性子宮炎自衛防疫普及促進事業  
　　　・馬飼養衛生管理特別対策事業  
　　⑧馬防疫検討会  【39 〜 41 ページ】
　　　・馬伝染性貧血診断のためのゲル内沈降反応の検査試薬に関すること
　　　・2022 年度 馬感染症研究会 
　　⑨その他  
　　　・健康手帳の電子化構想  【42 〜 49 ページ】
　　　・軽種馬防疫協議会委員名簿  
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● 2023 年　馬の予防接種要領について
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●国内伝染病発生状況

●月別発生状況（2022 年）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2022
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2022
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●馬鼻肺炎ウイルスによる流産等発生状況
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●馬鼻肺炎ウイルスによる流産発生頭数の推移（1989 年・平成元年～）
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●馬伝染性貧血の自衛防疫指針
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●日本の競走馬における馬伝染性貧血のサーベイランス検査結果
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The International Collating Centre (ICC), is overseen by Equine Infectious Disease Surveillance (EIDS) and 
is generously supported by contributions from Fédération Equestre Internationale (FEI), International 

Thoroughbred Breeders’ Federation (ITBF) members, Japanese Racing Association and Lanwades Stud.

National and international equine disease outbreaks are reported on a daily basis by the 
ICC, through email alerts. Please contact equinesurveillance@gmail.com to receive these. 
There is also a website available that provides an interactive interface of these infectious 
disease reports and can also be used to view current outbreak reports, 
https://equinesurveillance.org/iccview/.

International Collating Centre: Summary Report 
(1 October to 31 December 2022)

Active surveillance of equine infectious anemia among racehorses in Japan 
Chihiro Fujisawa, DVM. Administrator of Japanese Counsel of Equine Health 

Since the Japanese Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries (JMAFF) concluded that Japan had
eradicated Equine Infectious Anemia (EIA) in 2017, the Japanese horseracing industry (consisting of the 
Japan Racing Association (JRA) and all racecourses held by governments), have been implementing voluntary 
sampling surveillance for EIA since 2020. In 2022, a sample of greater than 58 horses was randomly selected 
from each training centre or racecourse with a population size ranging from approx. 300 to 2000 horses. 
Serum samples were taken in the autumn of 2022 and tested for EIA by agar gel immunodiffusion (AGID), 
with a 95% confidence level (Cannon and Roe, 1982. Livestock disease surveys, a field manual for 
veterinarians). 

Table 1 shows the results of this surveillance. No EIA positive horses were detected, suggesting that the 
prevalence of EIA in the Japanese racehorse population is less than 5 %, with a 95% confidence level.  

Table 1 shows the results of EIA surveillance using AGID testing in 2022. 
Training center (TC) 
/Racecourse (RC) 

JRA/municipal government Sampling size Positive horses 

Miho TC JRA 60 0 
Ritto TC JRA 60 0 
Obihiro RC Hokkaido 60 0 
Monbetsu RC Hokkaido 60 0 
Morioka RC Iwate 60 0 
Mizusawa RC Iwate 60 0 
Oi RC Tokyo 60 0 
Urawa RC Saitama 59 0 
Funabashi RC Chiba 60 0 
Kawasaki RC Kanagawa 60 0 
Kanazawa RC Ishikawa 60 0 
Kasamatsu RC Gifu 60 0 
Nagoya RC Aichi 60 0 
Sonoda RC Hyogo 60 0 
Kochi RC Kochi 60 0 
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●馬伝染性貧血自衛検査推進事業
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●生産地の防疫状況（北海道日高振興局管内）
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●生産地の防疫状況（北海道胆振総合振興局内）
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●生産地疾病等調査研究・馬感染症のサーベイランスおよび疫学調査
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●世界各国における馬の伝染病の発生状況（2022 年）
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●スペインにおける馬鼻肺炎の神経型の流行
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●アメリカ合衆国（California 州）における水泡性口内炎の発生について
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●馬の輸入検疫頭数の推移

●馬の輸出検疫頭数の推移
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●輸入馬の仕出地域別検疫頭数
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●輸入検疫における監視伝染病摘発状況

●最近の輸入馬の監視伝染病摘発頭数
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①馬防疫強化地域推進対策事業
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503 16,450 86 0 
163 196 114 0 

90 68 270 0 
79 6 266 0 
8 0 99 0 

87 0 5 0 
260 0 28 0 
330 0 117 0 
205 16 44 0 
323 0 47 0 
264 4 104 0 
538 0 214 2 
244 0 24 0 
187 0 43 0 
144 6 151 36 

58 0 44 0 
372 0 2 12 
173 0 62 90 

5,748 16,886 
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②育成馬等予防接種推進事業
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14,905 7,224 6,537 3,980 579 3,002 0 3,976 40,203
207 94 25 0 1 0 0 13 340

0 0 10 47 9 34 0 0 100
8 0 0 0 0 0 0 5 13
0 0 0 2 77 2 0 0 81
0 8 17 159 304 24 208 0 720
4 0 23 38 31 0 70 0 166
0 0 54 29 9 15 12 0 119

10 10 15 15 17 13 0 13 93
0 0 3 21 18 21 0 0 63

22 5 2 0 0 5 0 0 34
20 5 6 6 6 5 0 8 56
54 21 58 44 17 33 0 0 227

15,230 7,367 6,750 4,341 1,068 3,154 290 4,015 42,215
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③乗用馬防疫推進事業
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④馬伝染性子宮炎自衛防疫普及啓発事業

 

 

 



34

● CEM に対する PCR 検査頭数と事業の推移
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●馬伝染性子宮炎の自衛防疫指針
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The International Collating Centre (ICC), is overseen by Equine Infectious Disease Surveillance (EIDS) and 
is generously supported by contributions from Fédération Equestre Internationale (FEI), International 

Thoroughbred Breeders’ Federation (ITBF) members, Japanese Racing Association and Lanwades Stud.

National and international equine disease outbreaks are reported on a daily basis by the 
ICC, through email alerts. Please contact equinesurveillance@gmail.com to receive these. 
There is also a website available that provides an interactive interface of these infectious 
disease reports and can also be used to view current outbreak reports, 
https://equinesurveillance.org/iccview/.

International Collating Centre: Summary Report 
(1 October to 31 December 2022)

Surveillance of contagious equine metritis in Japan
Chihiro Fujisawa, Administration of Japanese council of equine health 

The first outbreak of Contagious Equine Metritis (CEM) in Japan occurred in 1980 within the Hidaka-Iburi 
district of Hokkaido, which is a major Thoroughbred breeding area. During that year, 321 mares and 
stallions were diagnosed as positive for CEM by the isolation of Taylorella equigenitalis. A CEM eradication 
program started in 2001 with the onset of PCR testing; all registered Thoroughbred stallions and mares, 
including teasers and those not used for breeding, were investigated by PCR prior to the start of the 
breeding season each year. The results of the program are summarised in Table 1. Stallions and mares 
returning PCR positive test results were treated and re-tested until three consecutive sets of negative 
results on PCR were obtained, or, were euthanased if the infection could not be cleared with treatment. In 
2011, following evaluation of the collected epidemiological data by experts at the Liaison Council for 
Prevention and Control of Equine Infectious Diseases in Japan, it was concluded that CEM had been 
eradicated from Japan by 2010. 

Since 2011 extraction surveillance has been implemented. Under this scheme all stallions have to be tested 
by PCR, and return negative results, at least once before the onset of the breeding season each year and 
most are also re-tested at the end of the season. All mares have to be tested at least once before their first 
mating, and on every occasion that they present with clinical signs of endometritis. Since the onset of this 
scheme no positive test results had been recorded, until 2021 (Table 2). Japanese breeding and racing 
authorities will continue to carry out this surveillance programme and report the results to the ICC.  

Table 2. Results of the extraction CEM surveillance by PCR test.
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

Registered stallions 253 240 263 230 223 232 248 236 241 267 280 
PCR-tested stallions 425 479 459 465 509 467 475 465 449 480 484 
Tested
mares 

Before first
mating of life 

 906 1024 1170 1067 1072 1133 1204 1196 1292 1258 1183 

Presenting 
endometritis 

23 1 277 328 287 303 285 267 256 318 309 

Positive stallions 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Positive mares 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Table 1. Results of the eradication program for CEM with PCR test in Japan. 
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

Registered 
stallions 

411 412 389 351 331 305 281 282 311 269 

Registered 
mares 

12411 12276 11499 11130 10670 10297 10253 10263 9872 10765 

PCR-tested 
horses 

12356 12762 12124 12152 11769 12650 12738 12261 12305 11796 

Positive 
stallions 

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

Positive mares 10 4 2 1 1 0 0 0 0 0 
Some of the stallions and mares had multiple PCR testing each year. Two in 2001, one in 2002, 2004, and 2005 PCR-
positive mares were culled and the other mares and the stallions were treated. Numbers of registered stallions and 
mares are total true head counts of Thoroughbreds registered for breeding for racing in Japan.
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⑤馬飼養衛生管理特別対策事業

Ⅱ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅱ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

 

 

●馬伝染性貧血診断のためのゲル内沈降反応に関する専門会議　報告書 
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Ⅱ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●馬伝染性貧血診断のためのゲル内沈降反応の検査試薬について　

2023 4 26

JRA

 

Equine Infectious Anemia: EIA EIA
EIA

3
2020 2

2023 3 13
22
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33 IIDDEEXXXX VVMMRRDD ZZooeettiiss 22
IIDDEEXXXX VVMMRRDD

 
1 IDVet IDvet EIA AGID

NECVB Equine infectious anemia AGIDT kit
2 IDEXX Equine Infectious Anemia Virus Antibody Test Kit

    VMRD EQUINE INFECTIOUS ANEMIA VIRUS ANTIBODY TEST KIT
    Zoetis Equine Infectious Anemia Virus Antibody Test Kit LAB-EZ®/EIA
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Ⅱ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告

●馬の健康手帳電子化構想について　
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Ⅱ . 2023 年度　軽種馬防疫協議会　専門委員会　開催報告
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Ⅲ . 話題提供

１. 馬防疫に関する学術集会

Ⅲ . 話題提供

①  第 51 回生産地における軽種馬の疾病に関するシンポジウムの開催報告
　（本発表会において報告された演題の要旨集は軽種馬防疫協議会のホームページでご覧いただけます。）

　１．主　　催：日本中央競馬会（JRA）
　２．開催日時：2023 年 7 月 13 日 （木） 10 時 00 分〜 15 時 00 分
　３．開催場所：静内エクリプスホテル 2 Ｆ エクリプスホール（日高郡新ひだか町静内吉野町 3-1-1）
　　<開　　会＞
　　<開会の辞＞栗本慎二郎（JRA 馬事部防疫課）
　　<開会挨拶＞菊田　　淳（JRA 馬事担当理事）
　４．演　　題
　　〇特別講演
　　座長：上野　孝範（JRA 競走馬総合研究所） 
　　「Abortion and Perinatal Death in Horses/ Pathology of Foal」
　　　　　　○ Fabio Del Piero（ルイジアナ州立大学　獣医学部　獣医病理学担当教授）
　　
　　〇シンポジウム「生産地で遭遇する疾病に対する病理診断」
　　座長：上野　孝範（JRA 競走馬総合研究所） 
　　１）2014 年度以降の日高管内における馬異常産について〜病理学的所見〜
　　　　　　○佐藤　陽輔（北海道日高家畜保健所）
　　２）周産期および仔馬の肺病理

○松田　一哉（酪農学園大学）
　　３）当歳馬の急性間質性肺炎 : 超音波、X 線画像と病理所見の対比
　　　　　　○水口　悠也（NOSAI 北海道）
　　４）ウマの腸炎

○越智　章仁（JRA 競走馬総合研究所）

　　〇「JRA からのお知らせ」
　　日本中央競馬会における新たな薬物規制制度について
　　　　　　○石川　裕博（JRA 馬事部アンチドーピング課）
　　
　　〇一般講演
　　座長：関　　一洋（日本軽種馬協会）
　　１）全身麻酔下での難産介助方法の評価　〜 4 つの術式の成績比較〜 

○鈴木　　吏（社台ホースクリニック）
　　２）繁殖牝馬の子宮頸管裂創に対する経直腸超音波検査による診断の試み

○水口　悠也（NOSAI 北海道）
　　３）馬のジノプロスト（PGF2α）による発情回帰成績

○小笠原　慶（NOSAI 北海道）
　　４）心房細動における体表心電図を用いた f 波の FFT 周波数解析の検討および心房細動停止との関連性

○井上　佳織（JRA 栗東トレーニング・センター）

　　<閉会の辞＞笠嶋　快周（JRA 競走馬総合研究所）
　　<閉　　会＞

詳細はこちら　http://keibokyo.com/learning/rally/

http://keibokyo.com/learning/rally/
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Ⅲ . 話題提供

　② 2023 年度馬防疫検討会「馬感染症研究会」の開催報告
　馬防疫検討会「馬感染症研究会」が下記のとおり開催された。

　馬感染症研究会
　１．主　　催：農林水産省／農研機構　動物衛生研究部門／日本中央競馬会（JRA）／公益社団法人　中央畜産会
　２．開  催  日：2023 年 10 月 24 日（火）〜 10 月 26 日（木）
　３．会　　場：JRA 競走馬総合研究所
　４．プログラム
　第 1 日目　10 月 24 日（火）　[ 場所 : 事務棟大会議室 ]
　進行：近藤 高志（JRA 競走馬総合研究所　企画調整室）
　 １. 開会挨拶　
 　　　　勝田　　賢 （農研機構　動物衛生研究部門　所長）
　　　　菊田　　淳 （JRA 馬事担当理事）
　　座長：根本　　学（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室） 
　 ２. 特別講演
　　　「インフルエンザウイルスに対する感染防御抗体と SARS-CoV-2 に対する抗ウイルス薬」
　　　　　　山吉　誠也（国立国際医療研究センター・研究所）
　　座長：栗本慎二郎（JRA 馬事部　防疫課） 
　 ３. 主催者挨拶
　 ４. わが国における馬の防疫体制
　　　　1）馬の防疫と馬防疫検討会の役割
　　　　　　  山木　陽介（農林水産省　消費・安全局　動物衛生課）　
　　　　2）馬の防疫に関する各都道府県の現状
　　　　　　  各都道府県参加者
　　　　3）軽種馬の防疫と JRA の役割
　　　　　　  曽根　　佑（JRA 馬事部　防疫課）
　　　　4）国内外における馬伝染病の発生状況
　　　　　　  曽根　　佑（JRA 馬事部　防疫課）
　　　　5）馬の輸出入検疫状況
　　　　　　  北島　静香（農林水産省　動物検疫所）
　　　　6）馬用の生物学的製剤の製造状況等
　　　　　　  荻窪　恭明（農林水産省　動物医薬品検査所）
　 ５. 細菌感染症 1（講義）　[ 場所 : 事務棟大会議室 or セミナー室 ]　
　　　　　　  講師 : 丹羽　秀和（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）
　 ６. 細菌感染症 2（講義）　
　　　　　　  講師 : 木下　優太（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）　
　第 2 日目　10 月 25 日（水）
　 ７. 馬の保定法／個体識別法（講義）　[ 場所 : セミナー室 or 手術棟 ]
　　　　　　  伊藤　瑛基（JRA 馬事部　防疫課）
　 ８. 保定法／個体識別法／検体採取法（実習）　[ 場所 : 手術棟 ]
　　　　　　  講師 :JRA 競走馬総合研究所 分子生物研究室員、微生物研究室員、
　　　　　　  　　 馬事部防疫課員、JRA 競走馬総合研究所 企画調整室員　
　 ９. 病理解剖法（実習）　[ 場所 : 病理解剖棟 ]
　　　　　　  講師 : 上野　孝範、越智　章仁、岸　　大貴（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）　
　第 3 日目　10 月 26 日（木）　[ 場所 : 事務棟大会議室 ]
　 10. 微生物感染症 3（講義）
　　　　　　  講師 : 越智　章仁（JRA 競走馬総合研究所　微生物研究室）
　 11. ウイルス感染症 1（講義）
　　　　　　  講師 : 辻村　行司（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室）　
　 12. ウイルス感染症 2（講義）
　　　　　　  講師 : 根本　　学（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室）　
　 13. ウイルス感染症 3（講義）
　　　　　　  講師 : 坂内　　天（JRA 競走馬総合研究所　分子生物研究室）
　 14. 意見交換会
　　　　　　  司会 : 栗本慎二郎（JRA 馬事部　防疫課）

 詳細はこちら　http://keibokyo.com/learning/rally/

http://keibokyo.com/learning/rally/
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Ⅳ . 軽防協ニュース速報（号外）

Ⅳ . 軽防協ニュース速報（号外）

●アメリカ合衆国における水泡性口内炎の発生状況について（続報）　
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（http://keibokyo.com/）

日本中央競馬会、地方競馬全国協会、日本軽種馬協会、
日本馬術連盟および日本馬事協会を中心に構成され、
軽種馬の自衛防疫を目的とする協議会です。

（昭和 47年 8月 11日　設立）

議　　長　　菊田　　淳
事務局長　　松田　芳和

事  務  局　　〒105‒ 0003　東京都港区西新橋 1‐1‐1
　　　　　　日本中央競馬会　馬事部　防疫課内
　　　　　　TEL.050‐3139‐9535




